
関東支部

鉄塔組立作業中における吊荷の激突災害

A-D面　A脚側主柱材用補助材取付作業

【発生状況】

A-D面  A脚側主柱材用補助材の取付時，地組場にて斜材と主柱材用補助材と

斜材用補助材を地組した。

地組した部材をクライミングクレーンで吊り上げ主柱材用補助材を片持ち梁状態

で旋回した。旋回後，当該箇所に取り付ける際，斜材と主柱材用補助材の交点

ボルト（M20）4本中3本が破断し，残った1本のボルトが支点となったことにより，

主柱材用補助材が回転し，左足を挟まれた。

その後被災者を救出し，モノレールで登り口まで搬送した。

【時系列】

　7月9日（水）

7:45　 午前のTBM-KYを実施

8:00～ B-C面の鉄塔組立を実施

13:00　 午後のTBM-KY実施

13:10　 鉄塔材運搬のため，管理社員Aと作業員A，Bで資材置場へ向け出発

13:10～ A-D面　下部組立を実施

15:50　 管理社員Aと作業員A，Bが資材置場から戻る

15:55　 災害発生

16:00　 作業班長より管理社員Aに災害発生の連絡

16:05　 管理社員Aが救急車を要請

16:46　 救急車現場到着

16:50　 救急車で被災者を搬送

18:08　 救急車病院到着，診察開始

18:50　 病院にて手術方針，手術準備開始

19:50　 集中治療室に入り，手術開始

　7月11日（金）

9:30～ 労働基準監督署へ労災発生の詳細報告

　7月17日（木）

12:40～ 労働基準監督署現場検証開始

左足根骨解放骨折，左足部切断
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